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(54)【発明の名称】 ビスフェノールＡの測定方法

(57)【要約】
【課題】  従来の測定後の処理が煩雑な従来の酵素標識
ビスフェノールＡ（ＢＰＡ）を用いたＢＰＡの測定法に
替わる高感度な酵素免疫測定法の提供。
【解決手段】一般式
【化１】

（式中、ｎは、１ないし５の整数である。）で表される
フェノール誘導体の酵素標識体と、検体中のＢＰＡとを
固相の抗体に競合反応させる方法によりＢＰＡ測定を行
うことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】    一般式
【化１】

で表されるフェノール誘導体を用いるビスフェノールＡ
の測定方法（式中、ｎは、１ないし５の整数であ
る。）。
【請求項２】    ｎが２ないし５であるフェノール誘導
体を用いる請求項１に記載の方法。
【請求項３】    ｎが２であるフェノール誘導体を用い
る請求項１に記載の方法。
【請求項４】    水酸基が４位に位置したフェノール誘
導体を用いる請求項１に記載の方法。
【請求項５】  測定方法が酵素免疫測定法であり、請求
項１ないし４に記載のいずれかのフェノール誘導体を用
いるビスフェノールＡの測定方法。
【請求項６】  請求項１ないし４のいずれかに記載のフ
ェノール誘導体を酵素に結合させ、競合法により行う請
求項５に記載の方法。
【請求項７】  請求項１ないし４のいずれかに記載のフ
ェノール誘導体を固相に結合させ、競合法により行う請
求項５に記載の方法。
【請求項８】  モノクローナル抗体を使用する請求項５
ないし７に記載の方法。
【請求項９】  モノクローナル抗体が、ＦＥＲＭ Ｐ－
１８０１２である請求項８に記載の方法。
【請求項１０】  請求項９に記載のモノクローナル抗体
を産生するハイブリドーマ。
【請求項１１】  請求項１に記載の測定方法を行うため
のキット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、一般式
【化２】

（式中、ｎは、１ないし５の整数である。）で表される
フェノール誘導体を用いるビスフェノールＡ（以下、Ｂ
ＰＡと称す。）の測定方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＢＰＡは、高分子化合物の製造原料とし
て使用されている。とりわけ、毒性もなく問題視される
こともなった化合物である。ところが、近年、環境ホル
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モン物質ではないかとの疑いがもたれるようになってき
た。たとえば、女性ホルモンへの影響やマウスでの出生
児への影響が報告されている。従来、ＢＰＡは、高速液
体クロマトグラフィー、ガスクロマトグラフィー、それ
らのいずれかとマススペクトロメトリーとを一体化した
機器等を用いて測定していたが、これらの測定機器は大
変高価であり、また、サンプルが大気の場合は、これら
機器測定前に濃縮操作を行わねばならず、煩雑であっ
た。これらの問題は酵素免疫測定法を採用することで解
決することができた。さらに、高感度測定を目指したと
ころ、ＢＰＡを認識するモノクローナル抗体が見出され
るにいたった（用水と廃水  ４１，９  （１９９
９））。この方法は、迅速かつ簡便、低コストで高感度
測定ができるが、酵素標識ＢＰＡを用いる必要があり、
測定後の処理が非常に煩雑である。また、高感度化は、
ある程度達成されたものの、まだ十分と言えるものでは
なく、改良が望まれていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、高感度かつ
簡便なＢＰＡの測定方法を提供することが目的である。
さらに、本発明は、煩雑な後処理を必要としないＢＰＡ
の測定方法を提供することが目的である。
【０００４】
【課題を解決するための手段】かかる課題を解決するた
め本発明者らは、前記一般式（Ｉ）で表されるフェノー
ル誘導体を用いるとＢＰＡを高感度かつ簡便に測定でき
ること、さらに高感度化を目指し、ＢＰＡを認識するモ
ノクローナル抗体を見出し、本発明を完成した。
【０００５】
【発明の実施の形態】本発明は、前記一般式（Ｉ）で表
されるフェノール誘導体を用いた免疫測定方法を利用
し、ＢＰＡを測定するものである。ＢＰＡの測定系を組
むに当たっては、酵素免疫測定法の採用が定量のし易さ
等から好ましい。酵素免疫測定法においては、前記一般
式（Ｉ）で表されるフェノール誘導体の酵素標識体と検
体中のＢＰＡを固相の抗体に競合反応させる方法が、測
定対象化合物の分子の形態上好ましい。
【０００６】本発明に使用することができる酵素標識抗
体の酵素は、測定系に影響のない酵素を使用でき、その
点、アルカリフォスファターゼは簡便に使用できる。抗
体は、本発明を実施することができる抗体ならばいずれ
の抗体でもよいが、モノクローナル抗体は、感度を向上
させる上からも好ましい抗体といえる。
【０００７】そのモノクローナル抗体は、既知の方法に
従い製造することができる。本発明のモノクローナル抗
体作成にあたっての免疫原の基本構造は、以下の構造式
で表される化合物である。
【０００８】
【化３】
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【０００９】この化合物をＫＬＨ等の表面アミノ基と結
合させた複合体を免疫原として用いるものである。動物
に免疫するには、この複合体を動物に接種することによ
り行うものである。接種する動物としては、ヤギ、ウサ
ギ、マウス等を使用することができる。接種方法は、フ
ロイントの完全アジュバントとともに接種する通常の方
法で行うことができる。その後、免疫動物より脾臓細胞
を採取し、抗体産生細胞を骨髄腫細胞と融合させるもの
である。所望の抗体産生ハイブリドーマを得、クローニ
ングに供することにより、目的とするモノクローナルな
ハイブリドーマを取得することができる。ハイブリドー
マによるモノクローナル抗体の産生、精製も既知の方法
に従い行える。本方法に従い製造したモノクローナル抗
体産生ハイブリドーマを寄託し、寄託番号ＦＥＲＭ  Ｐ
－１８０１２を得ている。本発明は、このモノクローナ
ル抗体を用いて行うことが特に好ましいと言える。
【００１０】前記一般式（Ｉ）で表されるフェノール誘
導体は以下の式に従い製造することができる。
【００１１】
【化４】 *

4
*（式中、ｎは、１ないし５の整数である。）
【００１２】より具体的には、一般式（ＩＩ）で表され
るカルボン酸にＮ－ヒドロキシサクシンイミドを縮合さ
せることにより前記一般式（Ｉ）で表されるフェノール
誘導体を製造することができる。
【００１３】以上の反応を経て得られる化合物として
は、たとえば、ヒドロキシフェノキシ酢酸サクシンイミ
ドエステル、ヒドロキシフェノキシプロパン酸サクシン
イミドエステル、ヒドロキシフェノキシブタン酸サクシ
ンイミドエステル、ヒドロキシフェノキシペンタン酸サ
クシンイミドエステルである。
【００１４】なお、本発明は、測定系の組み易さから固
相に抗体、酵素標識した前記一般式（Ｉ）で表されるフ
ェノール誘導体を用いた方法を挙げたが、本発明がこの
方法に限られるものではない。測定に際しては通常の酵
素免疫測定の測定環境が整えばよく、特に緩衝溶液等に
制限はない。本発明は、さらに、以上の測定が実施でき
るキットを含むものである。
【００１５】実施例
以下、実施例により本発明をさらに詳細に説明するが、
本発明は実施例により限定されるものではない。
【００１６】参考例１
４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒドロキシフェニル)
エチル)フェノキシ)ブタン酸エチルの合成
【００１７】
【化５】

【００１８】２，２'－ビス(４－ヒドロキシフェニル)
プロパン１１４０ｍｇ(５．０ｍｍｏｌ)を無水ジメチル
ホルムアミド１０ｍｌに溶解し、炭酸カリウム１４５０
ｍｇ(１０．５ｍｍｏｌ)、４－ブロモ酪酸エチル９７５
ｍｇ(５．０ｍｍｏｌ)を加え、室温で１８時間撹拌し
た。反応液を１０％クエン酸にて酸性とし、酢酸エチル
で抽出し、飽和炭酸水素ナトリウム水溶液、飽和食塩水
で順次洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥後、溶媒を減
圧下留去した。残留物をシリカゲルクロマトグラフィー
で精製し、標記４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒド
ロキシフェニル)エチル)フェノキシ)ブタン酸エチル９
１９ｍｇ(収率５３．７％)を得た。
【００１９】1Ｈ－ＮＭＲ(４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ

3
)δ

１．２２(ｔ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，３Ｈ)，１．６２(ｓ，
６Ｈ)，２．０９(ｍ，２Ｈ)，２．５０(ｔ，Ｊ＝７．３
Ｈｚ，２Ｈ)，３．９７(ｔ，Ｊ＝６．０Ｈｚ，２Ｈ)，
４．１４(ｑ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，２Ｈ)，４．７１(ｓ，
１Ｈ)，６．７２(d，Ｊ＝８．６Ｈｚ，２Ｈ)，６．７８
(d，Ｊ＝８．８Ｈｚ，２Ｈ)，７．０９(d，Ｊ＝８．６
Ｈｚ，２Ｈ)，７．１２(d，Ｊ＝８．８Ｈｚ，２Ｈ)ｐｐ
ｍ．
【００２０】参考例２
４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒドロキシフェニル)
エチル)フェノキシ)ブタン酸の合成
【００２１】
【化６】
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【００２２】４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒドロ
キシフェニル)エチル)フェノキシ)ブタン酸エチル９１
９ｍｇ(２．６８ｍｍｏｌ)をエタノール１０ｍｌに溶解
し、４Ｎ水酸化リチウム水溶液を２ｍｌ(８．０ｍｍｏ
ｌ)加え、室温で１８時間撹拌した。反応終了後、１０
％クエン酸にて酸性とし、酢酸エチルで抽出し、飽和食
塩水で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥後、溶媒を減
圧下留去した。残留物をエーテル－ヘキサンから再結晶
し標記４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒドロキシフ
ェニル)エチル)フェノキシ)ブタン酸６１４ｍｇ (収率
７２．９％) を得た。
【００２３】1Ｈ－ＮＭＲ(４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－
d
6
)δ１．５５(ｓ，６Ｈ)，１．９１(ｍ，２Ｈ)，２． *

6

*３６(ｔ，Ｊ＝７．３Ｈｚ，２Ｈ)，３．９２(ｔ，Ｊ＝
６．３Ｈｚ，２Ｈ)， ６．６４(d，Ｊ＝８．８Ｈｚ，２
Ｈ)，６．８０(d，Ｊ＝８．８Ｈｚ，２Ｈ)，６．９８
(d，Ｊ＝８．６Ｈｚ，２Ｈ)，７．０８(d，Ｊ＝８．８
Ｈｚ，２Ｈ)，９．１４(ｓ，１Ｈ)，１２．１２(ｓ，１
Ｈ)ｐｐｍ．
【００２４】参考例３
Ｎ－スクシンイミジル－４－(４－(１－メチル－１－
(４－ヒドロキシフェニル)エチル)フェノキシ)ブチレー
トの合成
【００２５】
【化７】

【００２６】４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒドロ
キシフェニル)エチル)フェノキシ)ブタン酸３１４ｍｇ
(１．０ｍｍｏｌ)をジクロロメタン１０ｍｌに溶解し、
エーテル１０ｍｌ、Ｎ－ヒドロキシスクシンイミド１２
７ｍｇ(１．１ｍｍｏｌ)、塩酸１－エチル－３－(３－
ジメチルアミノプロピル)カルボジイミド２１１ｍｇ
(１．１ｍｍｏｌ)を加え、室温で１５時間撹拌した。反
応終了後、１０％クエン酸水溶液を加え、酢酸エチルで
抽出し、飽和食塩水で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾
燥後、溶媒を減圧下留去した。残留物をシリカゲルクロ
マトグラフィーで精製し、標記Ｎ－スクシンイミジル－
４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒドロキシフェニル)
エチル)フェノキシ)ブチレート３７４ｍｇ(収率９１． *

*２％)を得た。
【００２７】1Ｈ－ＮＭＲ(４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ

3
)δ

１．６２(ｓ，６Ｈ)，２．２２(ｍ，２Ｈ)，２．８４
(ｓ，４Ｈ)，２．８４(ｔ，Ｊ＝７．３Ｈｚ，２Ｈ)，
４．０３(ｔ，Ｊ＝６．０Ｈｚ，２Ｈ)，４．５６(ｓ，
１Ｈ)，６．７２(d，Ｊ＝９．０Ｈｚ，２Ｈ)，６．８０
(d，Ｊ＝９．０Ｈｚ，２Ｈ)，７．０３(d，Ｊ＝８．８
Ｈｚ，２Ｈ)， ７．１３(d，Ｊ＝９．０Ｈｚ，２Ｈ)ｐ
ｐｍ．
【００２８】参考例４
免疫原：ビスフェノールＡ－ＫＬＨ複合体の合成
【００２９】
【化８】

【００３０】キーホール・リンペット・ヘモシアニン
(ＫＬＨ) ５．０ｍｇを０．１Ｍのリン酸緩衝液(pＨ
７．５)９００μlに溶解し、参考例３で作成したＮ－ス

クシンイミジル－４－(４－(１－メチル－１－(４－ヒ
ドロキシフェニル)エチル)フェノキシ)ブチレート０．
６１ｍｇの無水ジメチルホルムアミド溶液(１００μl)
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を加え、室温で３時間撹拌した。その後反応液をＰＢＳ
中で透析し脱塩し、免疫原のＫＬＨ複合体を得た。
【００３１】実施例１
モノクローナル抗体の作製
参考例４で作成したＫＬＨ複合体１００μgをフロイン
トの完全アジュバントとともにＢＡＬＢ／ｃマウスに腹
腔内投与して免疫した。２週間間隔でこれを３回繰り返
しその３週間後、最終免疫として前記ＫＬＨ複合体１０
０μｇを静脈内投与した。さらにその３日後、摘出した
脾臓をケーラーとミルシュタインの定法により（Ｎａｔ
ｕｒｅ ２５６，４９５ (１９７５)）細胞融合に供し
た。他方、融合の親細胞にはＰ３－Ｘ６３－Ａｇ８－Ｕ
１（Ｐ３Ｕ１）を用い、融合剤としてはポリエチレング
リコールを用いた。この様にして融合した細胞はＨＡＴ
培地に懸濁し、９６ウェルのマイクロカルチャープレイ
トに分注して培養した。約２週間後、ハイブリドーマの
増殖したウェルの培養上清について、以下のような方法
によりスクリーニングし、ビスフェノールＡに特異的な
モノクローナル抗体を産生しているハイブリドーマを選
択した。即ち、リン酸緩衝液（ＰＢＳ）にビスフェノー
ルＡとＢＳＡの結合体を５００ｎｇ／ｍｌの濃度で溶解
し、９６ウェルマイクロアッセイプレートに１００μl
／ウェルとなるように分注し、４℃で一晩放置して抗原
固相化プレートを作製した。つぎに非吸着のビスフェノ
ールＡ‐ＢＳＡ結合体を除去し、０．０５％のＴｗｅｅ
ｎ２０を含むＰＢＳで洗浄した後、１％のBSＡを含むＰ
ＢＳを分注し、３７℃で２時間放置してブロッキングし
た。続いて同様な洗浄後、ハイブリドーマ培養上清を１
００μl/ウェルとなるように分注し、３７℃で２時間放
置した。同様の洗浄後、ぺルオキシダーゼ標識抗マウス
免疫グロブリン抗体（DＡKO社）を０．０５％のＴｗｅ
ｅｎ２０を含むＰＢＳで１０００倍に希釈したものを１
００μl／ウェルとなるように分注し、３７℃で１時間
放置した。最後に同様な洗浄の後、ぺルオキシダーゼ基
質（ＡＢＴＳ－過酸化水素系）を１００μl／ウェルと
なるように加え、吸光度を測定した。以上のようにして
選択されたハイブリドーマのうちＢＰＡ１２Ｅ５クロー
ンを工業技術院生命工学工業技術研究所に寄託し、その
寄託番号はＦＥＲＭ  Ｐ－１８０１２である。
【００３２】ハイブリドーマの１Ｘ１０7個をプリスタ
ン０．５ｍｌ投与後２週間のＢＡＬＢ／ｃに腹腔内投与
した。約１週間後マウス腹腔中に腹水が貯留し、この腹
腔中に抗ビスフェノールＡモノクローナル抗体が高濃度
に含まれていた。抗ビスフェノールＡモノクローナル抗
体は採取した腹水から、プロテインＡカラムによるアフ
ィニティークロマトで精製した。モノクローナル抗体Ｂ
ＰＡ１２E５ の性状は、以下の通りである。
免疫グロブリンのタイプ；ＩｇＧ
分子量；約１５万ダルトン
分子吸光係数；Ｅ２８０ｎｍ＝１４．０
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【００３３】実施例２
ＥＬＩＳＡによる抗ビスフェノール‐Ａモノクローナル
抗体(ＢＰＡ１２E５)の抗体価測定
ビスフェノールＡ‐ＢＳＡ結合体を５００ｎｇ／ｍｌの
濃度でリン酸緩衝液に溶解、９６ウェルアッセイプレー
トに１００μl／ウェルで分注し４°C一晩放置して抗原
固相化プレートを作製した。非吸着の抗原を除去し、
０．０５％Ｔｗｅｅｎ２０を含むＰＢＳで洗浄後、１％
ＢＳＡを含むＰＢＳを１００μl／ウェルで分注して３
７°C 、２時間放置してブロッキングした。ここでフリ
ーのビスフェノールＡを５ｎ 希釈して、５０００－
０．３ｎｇ／ｍｌとなるように１％ＢＳＡを含むＰＢＳ
で調製し、これと１０μg／ｍｌの抗ビスフェノールＡ
モノクローナル抗体 (ＢＰＡ１２E５) を同量混合した
ものを１００μl／ウェルで抗原固相化プレートに分注
し、３７℃、２時間反応させた。０．０５％Ｔｗｅｅｎ
２０を含むＰＢＳで洗浄し、ぺルオキシダーゼ標識抗マ
ウス免疫グロブリン抗体（ＤＡＫＯ社）を１０００倍に
希釈したものを１００μl/ウェルとなるように分注し、
さらに３７℃で１時間放置した。０．０５％Ｔｗｅｅｎ
２０を含むＰＢＳで洗浄した後、ぺルオキシダーゼ基質
（ＡＢＴＳ－過酸化水素系）を１００μl／ウェルとな
るように加え、吸光度を測定した。この結果を図１に示
す。この測定系では３０ｎｇ／ｍｌ濃度のビスフェノー
ルＡが測定可能であった。
【００３４】参考例５
抗体感作粒子の調製
０．２Ｍリン酸－０．１Ｍクエン酸緩衝液（Ｍｃｌｌｖ
ａｉｎｅ緩衝液）pＨ４に溶解した抗ビスフェノールＡ
モノクローナル抗体（ＢＰＡ１２E５）２０μg／ｍｌを
蒸留水で洗浄した磁性粒子（日本ペイント社製）１０ｍ
ｇに１ｍｌ加え、充分混和後ローテーターで２５℃、１
時間回転反応させた。反応終了後、磁性粒子を磁石で集
磁し、反応液を吸引除去した。感作磁性粒子を５０ｍＭ
メス緩衝液pＨ５．５で２回洗浄した後、１ｍｌの５０
ｍＭメス緩衝液pＨ５．５で懸濁し、４０ｍｇ／ｍｌの
１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）カル
ボジイミド塩酸塩（和光純薬製）水溶液を５０μg／ｍ
ｌ添加して、ローテーターで２５℃、３０ｍin．回転反
応させた。磁性粒子を磁石で集磁し、反応液を吸引除去
した。感作磁性粒子を２％ＢＳＡ含有５０ｍＭトリス緩
衝液pＨ７．２で３回洗浄し、３７℃で一晩ローテータ
ー撹拌した。磁性粒子を磁石で集磁し、ＢＳＡ含有トリ
ス緩衝液を吸引除去した。０．１％ ＢＳＡ含有５０ｍ
Ｍトリス緩衝液pＨ７．２で３回洗浄後、粒子濃度１％
濃度になるようメスアップし、抗体感作粒子を得た。
【００３５】参考例６
Ｎ－スクシンイミジル－３－ (４－ヒドロキシフェニ
ル)プロピオネートの合成
【００３６】
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【化９】

【００３７】３－ (４－ヒドロキシフェニル)プロパン
酸１６６ｍｇ (１．０ｍｍｏｌ) をジメチルホルムアミ
ドに溶解し、Ｎ－ヒドロキシスクシンイミド３４５ｍｇ
 (１．２ｍｍｏｌ) 、塩酸１－エチル－３－(３－ジメ
チルアミノプロピル)カルボジイミド２３０ｍｇ (３ｍ
ｍｏｌ) を加え、室温で終夜撹拌した。反応終了後、水
を加え、酢酸エチルで抽出し、５％飽和炭酸水素ナトリ
ウム水溶液、５％クエン酸水溶液、飽和食塩水で順次洗
浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥後、溶媒を減圧下留去
し、標記Ｎ－スクシンイミジル－３－ (４－ヒドロキシ
フェニル)プロピネレート２００ｍｇ (収率７６．０％)
 を得た。
【００３８】参考例７３－ (４－ヒドロキシフェニル)
プロパン酸－アルカリフォスファターゼ複合体の合成
【００３９】
【化１０】

【００４０】アルカリフォスファターゼ (１７ｍｇ/ｍ
ｌ) ３００μlをＰＤ－１０にて０．１Ｍリン酸緩衝液 
(pＨ７．０) １．８ｍｌに置換した。参考例６で作成し
たＮ－スクシンイミジル－３－ (４－ヒドロキシフェニ
ル)プロピオレート１．５ｍｇの無水ジメチルホルムア
ミド溶液 (７５μl) を加え、室温で１時間撹拌した。
その後反応液をＰＤ－１０にて脱塩し、３－ (４－ヒド
ロキシフェニル)プロパン酸－アルカリフォスファター
ゼ複合体 (ＨＰＰ－ＡＬＰ)を得た 。
【００４１】実施例３
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ビスフェノールＡの測定
参考例５で作成した抗体感作粒子液１５０μl、酵素標
識ハプテン溶液 (ビスフェノールＡ結合アルカリフォス
ファターゼ (ＢＰＡ－ＡＬＰ 、オリエンタル酵母社製
 ) 又は参考例７で作成したＨＰＰ－ＡＬＰ) ２０μl、
標準液(４，４－イソプロピリデンジフェノール（関東
化学）１０％ジメチルスルホキシド水溶液)又は試料１
２０μlを用い、全自動化学発光免疫測定システムルミ
パルスフォルテ（富士レビオ社製）により３７℃、３０
分間の１ ステップ競合法測定を行った。すなわち、粒
子液１５０μlに標準液又は試料１２０μlと酵素標識ハ
プテン溶液２０μlを同時に加え、３７℃、２０分間免
疫反応を行った後、発光量を測定した。試料の測定値は
標準液の発行量から作成した検量線に基づいて算出し
た。なお、これらの操作は全てコンピューター制御によ
り実施した。標準液０濃度のカウント値を１００ ％と
した時の各標準液の応答（Ｂ／Ｂ０(％)）を図２に示
す。酵素標識ハプテンとしてＢＰＡ－ＡＬＰを用いた測
定系では、５０％ 阻害率を示す濃度点は１ｎｇ／ｍｌ
であったが、ＨＰＰ－ＡＬＰを使用した場合は、０．５
ｎｇ／ｍｌとなり、感度が約２倍上昇した。
【００４２】
【発明の効果】本発明は，従来の酵素標識ＢＰＡを用い
る方法に比べ煩雑な後処理を必要としないＢＰＡの測定
法を提供する。また、本発明のモノクローナル抗体は、
検体中のＢＰＡの高感度測定に有用である。
【図面の簡単な説明】
【図１】ビスフェノールＡを測定したときの標準測定曲
線を示す。
【図２】ビスフェノールＡをＢＰＡ－ＡＬＰまたはＨＰ
Ｐ－ＡＬＰを用いて測定したときの標準測定曲線を示
す。



(7) 特開２００２－１３１３１８

【図１】 【図２】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
// Ｃ１２Ｐ  21/08                                       Ｃ１２Ｎ  15/00                 Ｃ    
  
(72)発明者  倉野  義裕
            東京都中央区日本橋浜町２丁目62番５号  
            富士レビオ株式会社内

Ｆターム(参考） 4B024 AA11 AA17 BA53 GA03 HA15
                4B064 AG27 CA10 CA20 CC24 DA13
                      DA16 
                4B065 AA71X AA92X AB05 AC14
                      BA08 CA25 CA46 CA54 



专利名称(译) 测量双酚A的方法

公开(公告)号 JP2002131318A 公开(公告)日 2002-05-09

申请号 JP2000325468 申请日 2000-10-25

[标]申请(专利权)人(译) 富士瑞必欧株式会社

申请(专利权)人(译) FUJIREBIO

[标]发明人 白木英行
本多秀夫
倉野義裕

发明人 白木 英行
本多 秀夫
倉野 義裕

IPC分类号 G01N33/53 C12N5/10 C12N15/02 C12P21/08 G01N33/543 G01N33/577

FI分类号 G01N33/53.S G01N33/543.551.D G01N33/577.B C12P21/08 C12N5/00.B C12N15/00.C C12N5/00.102 
C12N5/20

F-TERM分类号 4B024/AA11 4B024/AA17 4B024/BA53 4B024/GA03 4B024/HA15 4B064/AG27 4B064/CA10 4B064
/CA20 4B064/CC24 4B064/DA13 4B064/DA16 4B065/AA71X 4B065/AA92X 4B065/AB05 4B065/AC14 
4B065/BA08 4B065/CA25 4B065/CA46 4B065/CA54

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种高灵敏度的酶免疫测定方法，该方法取代了使用
酶标记双酚A（BPA）来测量BPA的常规方法，该方法需要在测量后进行
复杂的处理。 解决方案：通式[化学式1] （式中，n为1〜5的整数。）
BPA可以通过使式中表示的酚衍生物和样品中的BPA的酶标记产物与固
相抗体竞争性反应的方法来测定。 我可以

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/57a3dcb6-f00e-43ac-a647-6cd7d12d4f0b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018802829/publication/JP2002131318A?q=JP2002131318A

